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V51b 那須 30m鏡の赤緯オフセット量の検出
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早稲田大学那須パルサー観測所では、20m固定球面鏡 8基の他、天体の追尾観測機能のある 30m固定球面鏡を 1
基備えている。30m鏡の観測範囲は赤緯 37°± 18°（全天の約 20％）であり、20m鏡の観測範囲である赤緯 37°
± 5°（全天の約 7％）と比較して広範囲の観測が可能である。
2007年に 30m鏡を用いて、0.5°刻みで赤緯 37°± 18°のドリフトスキャン観測を行った。1ラインの観測デー

タはおおむね 2、3日分である。その結果、30m鏡のエンコーダカウント値に基づく高度と、実際の観測赤緯に若
干のずれがある事が分かった。Tau A（かに星雲）をキャリブレータとして、このずれを 0.1°刻みで詳細に調査し
た結果、オフセットが 0.65°である事がわかった（鈴木、2007）。しかし、このずれの値をそのまま他の赤緯の天
体に用いることができるとは限らない。したがって、他の赤緯の天体をキャリブレータとした補正が必要である。
また、Tau Aに加え、Cyg A、3C48、3C295の異なる 4天体のビームパターンの評価を行った（鈴木、2007）。
オフセット値 0.65°（鈴木、2007）を一次近似として用い、2007年の 30m鏡サーベイデータを解析して各赤緯に

おけるオフセットを求めた。


